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今
年
度
は
四
月
が
平
成
三
十
一

年
、
五
月
が
令
和
元
年
と
な
り
、

西
暦
で
表
示
す
る
か
元
号
に
し
た

方
が
良
い
の
か
迷
わ
れ
た
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
の
よ
う
な
節
目
の
年
に
「
五

ヶ
瀬
川
の
畳
堤
を
守
る
会
」
で
は

「
市
民
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事

業
」
の
承
認
を
得
て
「
水
辺
の
青

空
美
術
館
」
を
実
施
す
る
こ
と
と

致
し
ま
し
た
。 

皆
様
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
船
倉

地
区
五
ヶ
瀬
川
右
岸
、
板
田
橋
下

流
に
三
㍍
の
防
災
道
路
が
整
備
さ

れ
、
安
全
、
安
心
に
誰
も
が
畳
堤

を
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
場
所
に
は
百
二
十
基
の

畳
堤
が
あ
り
ま
す
。
今
回
こ
の
内

の
八
十
基
の
畳
堤
を
「
水
辺
の
青

空
美
術
館
」
と
し
て
活
用
し
よ
う

と
す
る
事
業
で
す
。 

内
容
は
、
コ
ン
パ
ネ
と
雨
に
流

れ
な
い
絵
の
具
六
色
、
筆
三
本
、

刷
毛
を
当
会
が
無
償
で
提
供
し
ま

す
。
こ
の
コ
ン
パ
ネ
に
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高

校
、
大
学
を
含
む
一
般
よ
り
趣
旨

に
賛
同
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

「
ふ
る
さ
と
延
岡
」
に
関
す
る
絵

画
を
描
い
て
も
ら
い
ま
す
。
描
い

て
も
ら
っ
た
絵
画
を
畳
堤
に
差
し

込
ん
で
十
一
月
一
日
～
十
二
月
二

十
日
ま
で
約
五
十
日
間
、
市
内
外

の
多
数
の
人
に
、
き
れ
い
な
五
ヶ

瀬
川
を
見
な
が
ら
青
空
の
下
で
絵

画
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
さ
ら
に

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞

を
六
つ
の
部
門
ご
と

に
決
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
を
通
し
て
、
昔

の
人
が
自
分
の
家
の

畳
を
持
ち
出
し
畳
堤

に
は
め
込
ん
で
水
害

か
ら
街
を
守
っ
た
と

い
う
「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
教
え
や
「
お
互
い
を

思
い
や
り
助
け
合
う
心
」
が
育
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
故
郷
の
べ
お
か
を
愛
す

る
心
や
自
然
環
境
、
災
害
に
対
し

て
自
ら
の
工
夫
で
ま
ち
を
守
る
ア

イ
デ
ア
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
増

え
て
く
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま

す
。 さ

ら
に
、
こ
の
場
所
は
街
中
で

す
か
ら
、
延
岡
を
訪
れ
た
観
光
客

が
「
水
辺
の
青
空
美
術
館
っ
て
何
」

と
、
見
学
に
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
事
業
は
、
観
光

資
源
の
一
つ
に
も
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

今
年
も
宮
崎
県
は
豪
雨
に
さ
ら

さ
れ
ま
し
た
。
先
日
、
防
災
、
減

災
に
関
す
る
「
知
事
と
の
ふ
れ
あ

い
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
こ
ん
に
ち
は
！

河
野
で
す
）
」
が
県
庁
で
開
か
れ
、

県
内
各
地
か
ら
の
参
加
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
活
動
を
紹
介
し
ま
し

た
。
私
も
参
加
し
て
、
当
会
の
活

動
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

延
岡
市
は
、
水
郷
延
岡
と
称
さ

れ
る
よ
う
に
、
市
内
に
は
五
ヶ
瀬

川
、
大
瀬
川
、
祝
子
川
、
北
川
の

四
つ
の
大
き
な
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。
五
ヶ
瀬
川
の
洪
水
の
原
因
は

台
風
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
一
度

豪
雨
が
降
る
と
、
四
つ
の
川
の
水

が
一
気
に
河
口
に
流
れ
込
み
ま
す
。

し
か
し
河
口
が
小
さ
い
た
め
流
水

が
膨
れ
上
が
り
、
水
位
上
昇
に
よ

り
市
街
地
は
浸
水
の
危
険
に
幾
度

と
な
く
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
五
ヶ

瀬
川
の
畳
堤
は
、
浸
水
被
害
か
ら

市
街
地
を
守
る
た
め
に
大
正
末
期

か
ら
昭
和
初
期
に
造
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
国
内
最
古

の
特
殊
堤
防
で
す
。 

「
畳
堤
」
は
住
民
一
人
ひ
と
り
の

「
自
助
・
共
助
」
の
精
神
を
今
に

伝
え
る
施
設
で
す
。
私
た
ち
は
、

洪
水
の
被
害
か
ら
街
を
守
ろ
う
と

し
た
昔
の
人
々
の
知
恵
や
工
夫
を

見
直
し
地
域
防
災
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
次
世
代
に
伝
え
て
い
こ
う
と

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。 

皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

会
長 

木
原 

万
里
子 
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九
州
治
水
期
成
同
盟
連
合
会

（
大
久
保
勉
会
長
・
久
留
米
市

長
）
の
令
和
元
年
度
定
期
総
会

が
五
月
二
十
八
日
、
延
岡
市
紺

屋
町
の
エ
ン
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
延

岡
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
事
に

先
立
っ
て
行
わ
れ
た
講
演
会
で
、

当
会
の
上
田
耕
市
副
会
長
が
、

開
催
地
延
岡
市
か
ら
の
依
頼
で

講
師
を
務
め
ま
し
た
。 

 

同
連
合
会
は
、
九
州

の
国
直
轄
の
河
川
・
ダ

ム
・
砂
防
・
海
岸
事
業

の
整
備
促
進
の
た
め
、

関
係
団
体
が
連
携
し

て
要
望
活
動
な
ど
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
、

五
ヶ
瀬
川
水
系
河
川

改
修
促
進
期
成
会
（
読
谷
山
洋

司
会
長
・
延
岡
市
長
）
を
含
む

三
十
三
の
期
成
会
（
河
川
二
十

四
、
ダ
ム
三
、
砂
防
五
、
海
岸

浸
食
対
策
一
）
で
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

関
係
自
治
体
の
会
場
持
ち
回

り
で
年
一
回
総
会
が
開
か
れ
て

お
り
、
沖
縄
を
除
く
九
州
全
県

か
ら
各
河
川
事
務
所
長
、
関
係

自
治
体
の
首
長
・
担
当
者
ら
約

三
百
人
が
一
堂
に
集
い
ま
し
た
。

そ
の
前
で
講
演
を
す
る
こ
と
は
、

五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
、
ま
た
と
な
い
好

機
と
な
り
ま
し
た
。 

 
講
演
の
テ
ー
マ
は
「
未
来
に

つ
な
ぐ
『
畳
堤
』
の
教
え
」
。
七

十
五
分
も
の
時
間
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
ま
ず
、
二
〇
一
二
年

に
当
会
が
作
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
映

写
。
そ
の
後
、
資
料
を
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
な
が
ら
上
田
副
会

長
が
話
し
ま
し
た
。 

 

か
つ
て
延
岡
で
は
、
豪
雨

時
、
膨
れ
上
が
っ
た
水
を
順

調
に
流
す
た
め
、
河
口
を
ふ
さ

い
で
い
た
毛
な
し
浜
を
切
っ
て

水
の
道
を
造
る
作
業
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
、
そ
れ
が
命
が
け

の
危
険
な
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
畳
堤
は
、
そ
の
作
業
が

終
わ
る
ま
で
の
間
、
市
街
地
を

浸
水
か
ら
守
る
た
め
に
造
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。 

 

ま
た
、
五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
が
、

長
良
川
や
揖
保
川
の
そ
れ
と
は

違
っ
て
、
扇
型
の
し
ゃ
れ
た
デ

ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

当
時
の
一
般
住
宅
で
使
わ
れ
て

い
た
五
八
間
（
江
戸
間
）
の
畳

が
ぴ
っ
た
り
入
る
大
き
さ
に
造

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民

が
家
の
畳
を
持
ち
出
し
て
洪
水

を
防
い
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
や
当
会
の
活
動
内
容
な
ど

を
説
明
し
、「
畳
堤
は
、
先
人
が

残
し
た
貴
重
な
防
災
遺
跡
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
畳
堤
を
大
切
に
守

り
、
畳
堤
に
込
め
ら
れ
た
自

助
・
共
助
の
精
神
を
次
世
代
へ

引
き
継
い
で
い
き
ま
す
」
と
結

び
ま
し
た
。 

 

上
田
副
会
長
は
さ
ら
に
、
経

営
し
て
い
る
菓
子
店
（
虎
屋
改

め
虎
彦
）
で
作
っ
て
い
る
「
畳

堤
サ
ブ
レ
」
の
お
ま
け
の
畳
堤

の
ミ
ニ
模
型
を
出
席
者
全
員
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
出
席
者
が
そ
れ

ぞ
れ
模
型
を
組
み
立
て
て
楽
し

む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

連
合
会
の
総
会
で
は
、
今
年

度
の
活
動
計
画
を
決
め
、
防

災
・
減
災
の
た
め
の
治
水
関
係

予
算
の
増
額
な
ど
七
項
目
を
国

会
と
政
府
に
対
し
て
要
望
す
る

と
決
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
翌
日
は
視
察
が
行
わ

れ
、
北
町
の
畳
堤
、
か
わ
ま
ち

交
流
広
場
、
北
川
家
田
地
区
の

霞
堤
な
ど
が
視
察
対
象
に
な
り

ま
し
た
。 

 

九
水
連
総
会
で
上
田
副
会
長
が
講
演 

九州各県の 

河川関係者に

畳堤をアピ-ル 

 

 

会
場
を
い
っ
ぱ
い
に
埋
め
た
出
席
者
（
上
）
と
講
演
す
る
上
田
副
会
長 

畳堤のミニ模型を組み立てる参加者 
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昨
年
度
総
会
の
翌
日
の
八
月
三
日
、

水
防
技
術
の
研
究
開
発
を
し
て
い
る
一

般
社
団
法
人
リ
バ
ー
テ
ク
ノ
研
究
会

（
中
川
博
次
会
長
・
京
都
大
学
名
誉
教

授
）
が
来
延
。
国
交
省
延
岡
河
川
国
道

事
務
所
の
会
議
室
で
当
会
と
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。 

 

研
究
会
か
ら
は
中
川
一
・
同
大
防
災

研
究
所
長
、
民
間
企
業
会
員
の
荒
木
繁

幸
さ
ん
と
丸
井
英
一
さ
ん
、
事
務
局
の

與
田
敏
昭
さ
ん
の
四
人
、
当
会
か
ら
は

木
原
会
長
、
上
田
副
会
長
、
芝
弘
光
副

会
長
の
三
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

リ
バ
ー
テ
ク
ノ
研
究
会
は
、
河
川
防

災
に
関
す
る
新
技
術
を

開
発
す
る
目
的
で
、
二
〇

〇
七
（
平
成
十
九
）
年
に

発
足
。
特
に
「
モ
バ
イ
ル

レ
ビ
ー
」
の
製
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

モ
バ
イ
ル
レ
ビ
ー
は
、

洪
水
時
の
み
機
能
し
、
普

段
は
河
川
景
観
を
阻
害

し
な
い
可
搬
式
、
可
動
式

の
堤
防
で
あ
り
、
畳
堤
こ

そ
が
そ
の
元
祖
と
言
え

ま
す
。 

 

プ
ラ
ハ
の
モ
バ
イ
ル

レ
ビ
ー
の
文
献
で
「
日
本

に
も
畳
堤
が
あ
る
」
と
知

っ
た
そ
う
で
、
二
〇
一
〇

年
ご
ろ
に
揖
保
川
（
兵
庫

県
）
、
一
七
年
に
長
良
川

（
岐
阜
県
）
を
視
察
済
み
。
今
回
、
畳

堤
の
ル
ー
ツ
を
探
し
に
延
岡
に
来
た
と

の
こ
と
で
し
た
。 

 

当
会
も
一
六
年
に
揖
保
川
と
長
良
川

を
視
察
し
て
お
り
、
畳
堤
の
ル
ー
ツ
解

明
の
願
い
も
同
じ
。
一
時
間
ほ
ど
の
意

見
交
換
で
し
た
が
、
大
変
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

「
洪
水
を
防
ぐ
の
が
目
的
な
ら
壁
を
立

て
れ
ば
い
い
の
に
、
な
ぜ
穴
を
あ
け
た

の
か
が
不
思
議
だ
」 

「
や
は
り
風
情
が
大
事
に
さ
れ
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
う
」 

「
水
運
が
大
事
な
時
代
だ
か
ら
、
川
側

か
ら
見
た
風
景
が
重
視
さ
れ
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
」 

「
行
政
の
方
か
ら
穴
の
あ
い
た
も
の
を

造
り
ま
し
ょ
う
と
提
案
す
る
と
は
考
え

に
く
い
。
手
間
が
か
か
る
か
ら
。
そ
れ

と
も
材
料
費
の
面
で
は
、
壁
を
造
る
よ

り
安
か
っ
た
の
か
も
」 

「
壁
で
景
色
を
ふ
さ
い
で
も
ら
っ
た
ら

困
る
と
言
っ
た
文
化
人
が
何
人
も
い
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど
。 

 
三
カ
所
の
畳
堤
の
形
の
違
い
に
つ
い

て
は
「
揖
保
川
・
長
良
川
は
武
骨
だ
が
、

五
ヶ
瀬
川
の
は
お
し
ゃ
れ
に
造
っ
て
あ

っ
て
、
余
裕
を
感
じ
る
」
と
の
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

最
後
に
「
皆
さ
ん
の
畳
堤
へ
の
熱
い

思
い
を
若
い
人
た
ち
に
伝
え
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
、
当
会
へ
激
励
の
こ
と
ば

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

畳
堤
の
草
取
り
は
、
昨
年
度
は
四
回

行
い
ま
し
た
。
写
真
左
は
、
橋
の
日
の

様
子
で
す
。
撮
影
者
は
芝
副
会
長
。
朝

焼
け
が
き
れ
い
で
す
ね
！ 

 

今
年
の
橋
の
日
（
八
月
四
日
）
も
午

前
五
時
三
十
分
に
北
町
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
前
に
集
合
、
畳
堤
周
辺
を
清
掃
し

た
後
、
ほ
か
の
橋
の
日
の
参
加
者
と
合

流
し
ま
す
。
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

 

「延岡の畳堤には余裕を感じる」 

文化人が意見したのでは 

リ
バ
ー
テ
ク
ノ
研
究
会
と
意
見
交
換 

写
真
右
か
ら
、
リ
バ
ー
テ
ク
ノ
研
究
会
の

與
田
、
荒
木
、
中
川
、
丸
井
の
各
氏
。
当

会
の
芝
副
会
長
、
木
原
会
長
、
上
田
副
会

長
（
昨
年
八
月
三
日
） 

 

清
掃
活
動 
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五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
を
守
る
会

は
、「
水
辺
の
青
空
美
術
館
」
に

展
示
す
る
絵
画
作
品
を
十
月
二

十
日
ま
で
募
集
し
ま
す
。 

畳
堤
に
は
、
増
水
時
に
畳
を

入
れ
て
堤
防
を
一
時
的
に
か
さ

上
げ
す
る
目
的
で
、
隙
間
が
開

い
て
い
ま
す
。
今
回
こ
こ
に
畳

で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

描
い
た
絵
を
入
れ
て
並
べ
、
鑑

賞
し
よ
う
と
い
う
企
画
で
す
。

目
標
数
（
八
十
枚
）
が
集
ま
れ

ば
、
須
崎
町
か
ら
船
倉

町
に
か
け
て
の
五
ヶ

瀬
川
右
岸
堤
防
に
、
絵
画
が
ず

ら
り
と
並
び
ま
す
。
同
堤
防
で

は
こ
の
ほ
ど
、
国
交
省
に
よ
る

補
強
工
事
が
終
わ
り
、
天
端
が

三
㍍
に
拡
幅
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

絵
画
と
畳
堤
を
安
全
に
鑑
賞
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

展
示
は
十
一
月
一
日
～
十
二
月

二
十
日
の
予
定
で
す
。 

【
応
募
要
領
】 

◆
対
象
＝
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般
（
六
部
門
）
。 

◆
テ
ー
マ
＝
「
ふ
る
さ
と
延
岡
」

を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
。 

◆
画
材
＝
平
板
、
雨
に
流
れ
な

い
絵
具
、
筆
を
、
延
岡
市
消
防

本
部
で
配
布
し
ま
す
。 

◆
参
加
費
＝
無
料
。 

◆
表
彰
＝
部
門
ご
と
の
最
優
秀

賞
一
人
、
優
秀
賞
一
人
に
賞
品

と
賞
状
。
ほ
か
に
参
加
賞
。 

◆
申
込
用
紙
の
送
り
先
＝
守
る

会
事
務
局
（
ひ
か
り
工
房

０

９
８
２
・
２
３
・
１
６
１
７
） 

◆
問
い
合
わ
せ
先
＝
守
る
会
事

務
局
（
ひ
か
り
工
房

０
９
８

２
・
３
４
・
１
３
８
９
）
。 

 

第
十
回
延
岡
市
防
災
フ
ェ
ス

タ
が
昨
年
十
一
月
十
八
日
、
延

岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

で
開
か
れ
、
当
会
も
出
展
し
ま

し
た
。
畳
入
れ
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
写
真
右
上
）
や
紙
芝
居
（
同

下
）
な
ど
が
好
評
で
し
た
。 

国
交
省
延
岡
河
川
国
道
事
務

所
、
北
町
区
、
当
会
の
三
者
で

企
画
編
集
し
、
国
交
省
が
二
〇

〇
三
年
十
二
月
に
発
行
し
た
畳

堤
紹
介
冊
子
「
畳
で
街
を
守
る
」

の
第
二
版
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

初
版
が
Ｂ
五
判
だ
っ
た
の
に
対

し
て
、
新
し
い
版
で
は
Ａ
四
判

に
拡
大
。
畳
堤
が
土
木
学
会
選

奨
土
木
遺
産
に
認
定
、
当
会
が

水
防
功
労
者
国
交
大
臣
表
彰
を

受
賞
な
ど
、
新
し
い
情
報
が
加

え
ら
れ
ま
し
た
。 

（
編
集
後
記
）
水
辺
の
青
空
美

術
館
事
業
は
、
国
交
省
と
延
岡

市
消
防
本
部
警
防
課
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
、
こ
こ
ま
で
進
み

ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
間
も

外
は
豪
雨
で
す
。
防
災
意
識
の

重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。 

 

水
辺
の
青
空
美
術
館 

作
品
募
集
を
始
め
ま
し
た 

 

市
防
災
フ
ェ
ス
タ
に
参
加 

 

 

畳
堤
の
本
第
二
版 

を
発
行 

 

国
交
省 

発
行 

五
ヶ
瀬
川
の
畳
堤
を
守
る
会
（
事
務
局
）
〒
八
八
二―

〇
〇
六
三 

宮
崎
県
延
岡
市
古
川
町
七
四
番
地
一 

社
会
福
祉
法
人
光
紀
会
ひ
か
り
工
房
内 

℡
〇
九
八
二(

三
四)

一
三
八
九 

 


